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２月定例会は２８日に開会し、３月２３日に閉会しました。当初予算９件、補正予算７件、条例１１

件（うち議員提出１件）、一般６件、人事４件の計３７議案をすべて可決・同意しました。

平成２９年度の一般会計当初予算は前年度に比べ７億円減の９４１億円となりました。

平成29年度の重点政策
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平成 29 年度の予算総額

４,３００万円（＋ 1.4％)

１億１,１００万円

３０億５,９００万円

国民健康保険診療所

後期高齢者医療

国民健康保険

△１億６,５００万円（△ 8.3％)

８,６００万円（＋ 0.6％)

３００万円（＋16.7％)

１億５,６００万円（＋ 2.6％)

△４,０００万円（△ 3.0％)

６億１,４００万円（＋ 1.9％)

△７億円（△ 0.7％)

増 減（前年度比）予 算 額

１８億３,４００万円富士大和温泉病院事業

下水道事業

工業用水道事業

水道事業

自動車運送事業
(市営バス)

△７００万円（△ 5.9％)

１ “佐賀の誇り”の発信

２ バイオマス産業の推進

３ 子育て・教育環境の充実

４ 福祉の充実

５ 中心市街地のまちづくり

６ 産業の活性化

７ 安全・安心のまちづくり

◆国においては、アベノミクスの取組のもと雇用・所得環境が改善し、緩やかな回復基調が続

いている。ただし、平成２８年度前半には海外経済で弱さがみられたほか、国内経済につい

ても個人消費及び民間設備投資は、所得・収益の伸びと比べ力強さを欠いた状況となってい

る。

◆政府は、平成２８年８月に「未来への投資を実現する経済対策」を取りまとめ、産業構造改

革、働き方や労働市場の改革、人材育成の一体改革等に取り組むことにより一億総活躍社会

の実現を図ることとしている。

◆本市において、本格的な事業展開の段階を迎えた地方創生の取組を着実に推進するとともに、

人口減少問題の克服及び経済の好循環の確立につなげていく必要がある。

背 景背 景

※端数処理のため、増減率が一致しない場合があります。
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平成29年度当初予算一般会計の状況平成29年度当初予算一般会計の状況

※端数処理のため構成比が一致しない場合があります。

【歳入】

≪款　別≫ ≪性質別≫

〔歳入総額　941億円〕

【歳出】 〔歳出総額　941億円〕

その他
0.7%
（805）

市税
32.2%

（30,255）

国・県支出金
23.1%

（21,739）

地方交付税
18.9%

（17,800）

市債
11.3%

（10,601）

繰入金
3.2%

（2,987）

地方消費税交付金
4.4%

（4,130）

使用料及び手数料
1.8%

（1,694）諸収入
2.5%

（2,336）

地方譲与税
0.8%
（716）

分担金及び負担金
1.1%

（1,037）

その他
1.3%

（1,308）
維持補修費
2.6%

（2,462）

扶助費
26.8%

（25,244）

人件費
14.5%

（13,624）繰出金
12.7%

（11,937）

公債費
10.5%
（9,841）

投資的経費
12.9%

（12,147）

物件費
11.3%

（10,602）

補助費等
7.4%

（6,935）

消防費
3.7%

（3,465）

議会費
0.7%
（612） その他

0.3%
（316）

商工費
2.7%

（2,541）

農林水産業費
3.5%

（3,302）

土木費
6.9%

（6,470）

総務費
11.3%

（10,678）

公債費
10.5%
（9,838）

民生費
39.4%

（37,122）

（単位：百万円）

衛生費
11.3%

（10,599）

教育費
9.7%

（9,157）


